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本稿では､国立情報学研究所（NII）が主催する評価ワ

ークショップ「NTCIR」において、筆者らが行ってい

る特許と論文を対象とした情報処理のためのテストコレ

クション（評価用ベンチマーク）の構築研究について述

べる。評価ワークショップとは、複数の研究グループが

協調と競争を通して、問題設定やテストコレクション、

評価方法について共同開発していく枠組みである。

筆者らは本ワークショップにおいて「特許マイニング

タスク」を企画し、国内外から参加グループを募り、

2007年から研究を開始している。近年、大学研究者自

身が関連論文だけでなく関連特許について情報を検索し

たり、特許を出願したりする機会が増えており、2008

年6月に政府の知的財産戦略本部が発表した「知的財産

権推進計画2008」においても、推進計画2006、

2007に引き続き、大学研究における特許情報の重要性

が謳われている。この計画で、大学研究者の利用を想定

した特許・論文情報統合検索システムの整備が含まれて

いることからも、このような傾向が今後さらに強まって

いくと思われる。

特許と論文を検索するのは、大学研究者に限った話で

はない。例えば、特許庁の審査官は、出願された技術が

特許権の取得に該当するかどうか判断するために、過去

に同様の特許が出願されたり論文が発表されたりしてい
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ないか調査する。これは、一般に無効資料調査と呼ばれ

ている。同様の調査は、サーチャーと呼ばれる専門の担

当者が審査官による審査を経た出願技術を再調査し、競

合する他者の権利を無効化するために民間企業の社内で

行われることもある。

こうした状況を鑑み、特許と論文を対象にした検索や

技術動向分析など、様々な目的に利用可能な言語処理技

術の開発を最終目標とし、そのための第一歩として筆者

らが位置づけているのが、本評価ワークショップの特許

マイニングタスクである。

本タスクでは、日本語または英語論文抄録に、特許分

類体系のひとつである「国際特許分類」（International

Patent Classification : IPC）を自動的に付与するこ

とを目的とする。特許を分類するタスクは、これまでに

NTCIR-5と6におけるFターム分類タスクが実施されて

きたが、今回のタスクでは、分類対象となる文書が論文

に変わるため、特許と論文で使われる用語の違いについ

て新たに検討する必要がある。

特許では請求範囲をなるべく広く確保するため、一般

性の高い特許用語を用いて記述する傾向がある。また、

特許では学術用語よりも多様な表現が用いられることが

多い。例えば、「機械翻訳」という学術用語に対する特

許用語は「機械翻訳」の他にも「自動翻訳」「言語変換」

などがある。このため、単純に表層的な単語の一致度を

用いる従来の分類モデルでは、十分な分類精度が得られ

るとは限らない。本タスクでは、このような論文と特許

の用語の使われ方の違いを吸収できる分類や検索のため

の基礎技術の確立を目指している。

ジャンル横断検索や文書分類に関しては、これまでに

いくつかの先行研究がある。NTCIR-3で実施された技

術動向調査タスク［Iwayama 2002］では、与えられ

た新聞記事と関連する特許を検索する、という課題が設

定された。このタスクにおいて、Itohら［Itoh 2002］

は、“Term Distillation”という手法を提案している。

例えば、「社長」という単語は新聞記事中では高頻度で

出現するが、特許中では出現頻度が非常に低い。このた

め、「一般的な用語ほど重要ではない」という考えに基

づいて単語の重要度を計算するtf*idf等の手法を用いる

と、同じ単語でも新聞記事と特許では重要度が大きく異

なる。そこで、Itohらは、単語の新聞記事集合中での出

現頻度と特許中での出現頻度の違いを考慮して単語の重

み付けを行うことで、ジャンルを横断した文献の対応付

けを行っている。

特許と論文を横断的に検索するための研究として

Nanbaら［Nanba 2008］の研究が挙げられる。近年、

特許中で関連論文を、また論文において関連特許を引用

するケースが増えているが、このような文書間の引用関

係をたどれば、論文や特許と関連する文書を集めること

ができる。そこでNanbaらは特許中で関連文献が引用

される「従来の技術」という項目を解析して引用論文の

書誌情報を抽出し、特許と論文間の引用関係を解析して

いる。ただ、現状では、特許中の引用文献の中で論文が

占める割合と、論文中の引用文献の中で特許が占める割

合は数パーセント程度であるため、あるテーマに関する

特許と論文を網羅的に収集するのに、引用関係をたどる

だけでは十分とは言えない。

特許と論文を横断的に検索するための別のアプローチ

として、釜屋ら［釜屋 2008］は、論文用語を特許用

語に自動変換する手法を提案している。例えば、論文用

語「フロッピーディスク」を特許用語「磁気記録媒体」

に自動変換する。釜屋らは、論文用語の特許用語への変

換を実現するため、特許と論文間の引用関係に着目して

いる。一般に、引用関係にある特許と論文は、同一トピ

ック（分野）である可能性が高い。そこで、ある用語を

表題に含んだ論文を収集し、それらと直接引用関係にあ

る特許から、特許のトピックを示す用語を抽出すれば、

入力された論文用語に関連する特許用語の変換が実現で

きる。

以上は、文書のジャンルを横断した情報アクセス技術

の一例であるが、特許マイニングタスクでは、参加者に

よる新しい文書分類技術やジャンルの横断も意識した情

報アクセス技術の確立が期待されている。

3.1 タスクの概要

前述のとおり、特許マイニングタスクでは日本語また

関連研究2

特許マイニングタスクの概要
およびテストコレクションの構築

3
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は英語論文抄録に、特許分類体系のひとつであるIPCの

コードを自動的に付与する。IPCは、特許文献の技術内

容によって上から順に「セクション」、「クラス」、「サブ

クラス」、「メイングループ」、「サブグループ」の5階層

から構成・分類されており、国際特許分類第6版ではサ

ブグループのレベルで約50,000のクラスが存在する。

本タスクでは、最下層の「サブグループ」レベルのIPC

コードを論文抄録に付与することを目的とする。【図1】

は日本語論文の例である。ここで、<TOPIC-ID>は論文

のIDを、<TITLE>と<ABSTRACT>は論文表題と概要

を、それぞれ示している。タスクの参加者は、図1のよ

うな入力が与えられると、対応するIPCコードを自動的

に出力するシステムを構築することが求められる。

特許マイニングタスクでは、以下のサブタスクが実施

された。

●日本語サブタスク（Japanese）：日本語の論文を日

本語で記載された特許データを用いて分類する。

●英語サブタスク（English）：英語の論文を英語で記

載された特許データを用いて分類する。

●言語横断サブタスク（J2E）：日本語の論文を英語で

記載された特許データを用いて分類する。

この他、英語の論文を日本語で記載された特許データ

を用いて分類するサブタスクも参加募集をしたが、参加

者がいなかった。以上のサブタスクは【図2】にまとめ

られる。

3.2 特許データ

各サブタスクで使われたデータを【表1】にまとめる。

3.3 正解データの作成

正解データの作成方法について説明する。論文抄録を

IPCに自動分類するタスクを実施するには、正解データ

として、論文抄録にIPCコードを付与したものを準備す

る必要がある。ここで、前述のとおり国際特許分類第6

版ではサブグループ数が約50,000あり、論文抄録に人

手でサブグループを付与する作業は、知識と経験を持っ

た専門家でも非常に時間がかかる。特許以下の手順で正

解データの作成を行う。原則的に、ある発明を論文等で

発表すると、その時点で発明の内容は公知になるとみな

図1 システムの入力例

図2 サブタスクのまとめ

表1 文書セット

言語 文書数 サイズ 年 データ名 

日 3.5M 100GB 1993- 
2002 （1） 日本国公開特許公報 

英 0.99M 33GB 1993- 
2000 （2）米国特許 

英 3.5M 4.2GB 1993- 
2002 

（3） Patent  Abstracts  
of  Japan （特 許 抄 録 の 
英訳） 

日/英 0.26M 1.4GB 1988- 
1999 

（4） NTCIR-1、 NTCIR-2 
言 語 横 断 タ ス ク テ ス ト 
コ レ ク シ ョ ン（論 文 抄 
録データ） 
［Kando 1999］ 
［Kando 2001］ 
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され、特許を受ける権利が失われるが、日本では、特許

庁の承認を受けた学協会、団体での発表、出版であれば、

発表後6ヶ月の間に限り、特許出願を行うことができる

ことが、特許法第30条で規定されている。特許法30条

が適用される特許には、特記事項として、論文を発表し

た論文誌名、発表した日付などが特許中に記載されるた

め、これを手がかりに効率的に正解データを作成するこ

とができる。例えば、以下のように記載される。

【新規性喪失の例外の表示】特許法第30条第1項適

用申請有り2000年3月14日　社団法人情報処理

学会発行の「第60回（平成12年前期）全国大会講

演論文集（4）」に発表

各特許に付与されているIPCコードを、「新規性喪失

の例外の表示」の欄に記載されている論文のIPCコード

と見なすことで、正解データを効率的に作成する。

特許マイニングタスクで用いる公開公報（1993年～

2002年）約350万件には、「新規性喪失の例外の表示」

を含んだものが約9,000件存在する。これらから、ま

ず、発表日、論文誌名を抽出する。この欄には、論文表

題や発表者名が記載されることはほとんどないが、多く

の場合、特許の発明者と論文の発表者が同一（連名の場

合、共通する人名がある）であるため、特許の発明者を

論文の著者として抽出しておく。次に、これらの情報を

抄録データベース※1の書誌情報と照合し、対応付けを行

う。ここで、ひとつの「新規性喪失の例外の表示」に記

載の論文に対し、平均6件程度まで対応付けの候補とな

る抄録を絞り込むことができる。最終的に、これらの候

補を人間が確認し該当する抄録を特定する。抄録にIPC

を付与するのは専門的な知識が必要であるが、「新規性

喪失の例外の表示」記載の論文と、候補として挙げられ

た論文が同一であるかどうかは、専門知識を持たないも

のでも判断できるため、学生アルバイトにこの判定作業

を依頼し、正解データ作成の作業を行った。その結果、

976対の論文と特許の対応データが得られ、1論文あた

り平均2.3個のIPCが正解として付与されたデータが作

成された。

本稿執筆当時はNTCIR-7が進行中であり、本タスク

参加グループの技術の詳細は、2008年12月に国立情

報学研究所で開催される最終報告会で発表される予定で

ある。また、報告書もNTCIRのウェブページ※2で公開さ

れるので、詳細はそちらを参照されたい。
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※1 本タスクでは，NTCIR-1, 2の言語横断検索タスクで用いた約46
万件の抄録データベースを用いる
※2 http://ntcir.nii.ac.jp


